
 

 

【講演レポート】「WWDJAPAN Educations」最新 SNS 攻略＆活⽤法を網羅する 2DAYS セミナーで、
WWD 村上編集⻑、リデル代表の福⽥などが徹底討論。 
ファッション＆ビューティ企業に対し「最新 SNS 事情やアルゴリズム分析」「ステマ規制やインフルエ
ンサーとの協働」など 2022 年の今知っておくべき SNS 活⽤法を解説 
 
SNS・インフルエンサーマーケティング事業を展開する LIDDELL 株式会社 (本社：東京都港区、代表取
締役：福⽥ 晃⼀、以下リデル) の代表福⽥他、3 名は、2022 年 8 ⽉ 26 ⽇（⾦）、9 ⽉ 2 ⽇（⾦）に開催
された『「WWDJAPAN Educations」ステマ規制やアルゴリズム分析、クリエイター協働など 最新 SNS
攻略＆活⽤法を網羅する 2DAYS セミナーを開講 Supported by LIDDELL』にゲスト登壇しました。 
 
2 ⽇間、4 限に渡って開催された本セミナーにて、「WWDJAPAN」編集⻑の村上 要⽒、「WWDJAPAN」
ソーシャルエディターの浅野 ひかる⽒、インフルエンサーの mimi@美容愛好家（ベビーオイル洗顔の
⼈）とともに、ファッション＆ビューティ企業に対し、2022 年の今知っておくべき SNS 活⽤法を解説致
しました。 
 

 
 
■ファッション＆ビューティ企業にとって必要不可⽋となった SNS・インフルエンサーをマーケティン
グにどう活⽤すべきか？事例を⽤いながら 4 つのテーマで解説。 
SNS は、認知拡⼤やブランディング、ユーザーとのコミュニケーションにおいて必要不可⽋となりまし
た。⼀⽅で、体系的に戦略策定するのが難しく、変化の著しいアルゴリズムの理解や、ステルスマーケテ



 

 

ィングなどのマナーやコンプライアンスへの理解など、課題が⼭積みです。そこで「WWDJAPAN」は、
ファッション＆ビューティ企業の担当者が抱える課題をもとに、4つのテーマでセミナーを開催。SNS に
対する知⾒をアップデートする⽬的で、オンライン、オフラインともに多くの企業担当者が聴講致しま
した。 
 
＜DAY1＞8 ⽉ 26 ⽇（⾦） 
【1 限⽬】インスタグラムって今どうなの？2022 年最新 SNS 事情 インスタグラムと TikTok の違いと
は 

 
 
8 ⽉ 26 ⽇ 13:30 から開催された 1限⽬には、当社代表の福⽥、インフルエンサーでもあり、当社メンバ
ーとして多くのアカウントをコンサルする曽我、「WWDJAPAN」村上 要編集⻑の 3 名でトークショー形
式の講演を実施致しました。 
 
企業が SNS でマーケティングやコミュニケーション施策を展開する際、「⾃社のサービスに適している
のは？」「パフォーマンスが⾼いのは？」「今のトレンドは？」と⽐較されることが多い、Twitter、TikTok、
Instagram、YouTube。 
この代表的な 4 つの SNS の特徴を詳しく解説しつつ、「新規ファンからコアファンまでのフロー例」を
⽤いて、相乗効果が期待できる使い分けやコミュニケーション戦略をお話し致しました。 



 

 

 
 
また、「Instagram の運⽤について」では、インフルエンサーとして YouTube、TikTok、Instagram等の
SNS を活⽤し、総フォロワー数 10 万⼈以上の曽我 悠佑（リデル LIW DIV. MANAGEMENT SEC. PM 
TEAM）が、発信者であるインフルエンサーと、Z 世代のコアユーザーの双⽅の視点から、企業の SNS を
分析した所感や運⽤術の知⾒を展開。村上編集⻑が唸る場⾯もありました。 
 

 
 
「UGCをどう創出する？」をテーマに展開されたクロストークでは、UGCを創出するためのステップを
具体的に解説。SNS でミーム（模倣）が広がるための 5 つのエッセンスをお伝え致しました。 



 

 

 
【2 限⽬】アルゴリズムを意識する SNS 攻略 パフォーマンスが変わる思考法とは 

 
同⽇ 15:00 からの 2 限⽬には、当社執⾏役員の⻄村、1限⽬に引き続き曽我、『WWDJAPAN』村上 要編
集⻑、そして浅野ひかるソーシャルエディターが加わり、4 名で講演とクロストークを展開致しました。 
 
冒頭、「WWDJAPAN」ソーシャルエディター浅野⽒は、⽇々SNS を運⽤している実担当者ならではの視
点で現状を語りました。変化のスピードが早い SNS のアルゴリズムに対する課題感が⾮常に⼤きいこと、
また、ファッション＆ビューティ企業の SNS の向き合い⽅が、オウンドメディアや ECへの導線活⽤か
ら、消費者やファンとのコミュニケーションに変化する中で、アルゴリズムの理解を課題に感じている
担当者が多いことなど、多くの企業が SNS のアルゴリズムへ課題を抱えていることを浮き彫りにしまし
た。 
 



 

 

 
 
続いて、当社執⾏役員の⻄村と曽我による基調講演がスタート。300 社以上の運⽤実績と、⽇々さまざま
な企業に対してコンサルティングしている経験より、SNS におけるアルゴリズムの考え⽅や最新情報、
活⽤するための具体的なテクニックを解説致しました。 
 
消費者やファンとのコミュニケーションに適しているとされる Instagram を中⼼に、参加者には、ご⾃
⾝で運⽤されているアカウントなどを実際に⾒ていただきながら、機能や仕組みを解説。 
また、SNS でフォロワーを伸ばすのであれば、投稿のエンゲージメントを⾼めることの重要性を、担当
する企業アカウントの実例を元に、数値を⽤いて説明致しました。 
 



 

 

 
曽我からはインフルエンサーとして、⾃⾝のフォロワーとのエンゲージメントを⾼める策や、SNS を分
析する中で発⾒した気づき、企業アカウントで取り⼊れるべきテクニックを具体例を⽤いて説明致しま
した。 
 
最後に、登壇する 4 名がクロストーク形式で参加者からの質問に回答。「ブランドのレギュレーションが
厳しく、アンケートスタンプなどが使えない時にはどのようにフォロワーとコミュニケーションを取れ
ばよいのか？」など、企業担当者ならではの現実的な質問が寄せられ、細かいテクニックを複数ご紹介致
しました。 
 
＜DAY2＞9 ⽉ 2 ⽇（⾦） 
【1 限⽬】ステマと SNS 消費者庁の景表法改正にどう対応する？ 
DAY1が、SNS の企業活⽤における戦略と戦術に特化した内容であったのに対し、9 ⽉ 2 ⽇ 13:30 から
開催された DAY２の 1限⽬はステルスマーケティング（以下、ステマ）に関するリスクや、対応と対策
について、村上編集⻑との意⾒を交わしながら代表 福⽥が講演致しました。 
 
SNS の利⽤者、SNS マーケティングの市場が拡⼤することに⽐例するように、ネット炎上の数も増⼤し
ています。また、⽣活者や消費者は、オーセンティシティ（真実や信頼、嘘のない姿）を求めており、購
買にも⼤きな影響を及ぼすことを説明し、企業が活⽤する SNS においても⾃社アカウントのフォロワー
やインフルエンサーの投稿を介して知ってくれたユーザーを⼤切にし、信頼してもらうことの重要性を
はじめにお話し致しました。 
 



 

 

 
 
続いて、ステマ防⽌に対する企業の取り組みについて 6つの項⽬を挙げ、具体的に解説致しました。 
 
＜INDEX＞ 
1. ステマによる炎上リスク・違法性について 
2. ステマの不明点・判断基準について 
3. ステマの社内実態調査について 
4. ステマが発覚した際の対応策について 
5. ステマ防⽌のマニュアル、監視体制について 
6. ステマに関する法制度について 
 
ステマについては、判断基準が曖昧と評されることが多くありますが、広告主とインフルエンサーの関
係性を明らかにしていないものはステマに該当します。「企業名やブランド名などのマーケティング主体
の明⽰」と「＃PRなどの⾦銭や物品、サービスの提供があることの明⽰」の双⽅の明記が必要と解説致
しました。 
 
また、特に⾒落としがちな「社内実態調査」について、何が危険か把握し、明確な基準をもって「ソーシ
ャルリスニング」と「過去の展開物のチェック」が必要であると説明。あわせて、過去のステマ投稿が発
覚した際には、どのような対応にするのか、経営判断が必要であるとお話ししました。 



 

 

 
 
講演後、「インフルエンサーに投稿は任意で商品を進呈しているが、ブランド名の記載があるケースはあ
るが、広告表記をしているのは稀。つけないでと依頼したことはないが、今後は広告表記が必要なのか」
という聴講者からの質問に対し、「最も多いケース」と村上編集⻑がコメントし、先に説明した「判断基
準」についておさらいしつつ、必要と回答致しました。 
 
【2 限⽬】インフルエンサーたちとのコラボレーションで考える、新規ファンや顧客のコミュニティー化  

同⽇ 15:00 から開催された 2 限⽬には、インフルエンサーの mimi@美容愛好家（ベビーオイル洗顔の⼈）
https://lit.link/mimitan090909 をゲストに招き、当社取締役の萩原、「WWDJAPAN」村上編集⻑、浅野



 

 

ソーシャルエディターの 4 名でインフルエンサーとの付き合い⽅や協働をテーマにパネルディスカッシ
ョン形式で講演致しました。 
 

 
 
パネルディスカッションの前に、萩原より実例をもとに「パートナーとコミュニティ」をテーマに基調講
演し、どのようにパートナー化させていけば良いのか、具体的なステップとともに詳細に解説。多数の企
業のパートナーとなっている mimi@美容愛好家（ベビーオイル洗顔の⼈）よりインフルエンサーの実際
の活動内容の解説も交えながら、企業とインフルエンサー双⽅の視点で、詳しくお話し致しました。 
 
続いて、4 名によるパネルディスカッションは mimi@美容愛好家（ベビーオイル洗顔の⼈）への質問を
中⼼に 10 のテーマで展開。 
 
＜テーマ＞ 
1. 最近の SNS トレンドについて思うことはありますか？ 
2. 各 SNS をどのように、どのような⽬的で活⽤していますか？ 
3. 周りのインフルエンサーも含め変化している動きはありますか？ 
4. インフルエンサーからみて、「受けてみたい」と思う PR案件とは？ 
5. 「受けたくない」と思う案件はどのようなものがありますか？ 
6. インフルエンサーとして、PR案件以外のお仕事はどのようなことがありますか？ 
7. インフルエンサーと協業してコンテンツを作るにあたって気をつけていることはありますか？ 
8. 協業／協働することで得られるベネフィットはどのような事がありますか？ 
9. どのような時にブランドを好きになりますか？また、ブランド側にして欲しいことはありますか？ 
10. SNS でのエチケットコンプライアンスで、気を付けていることは？ 

 



 

 

 
mimi@美容愛好家（ベビーオイル洗顔の⼈）は、「インフルエンサーの SNS アカウントや投稿内容に⽬
を向けがちだが、その向こうにいるのは⼈」と話しました。「なぜ依頼したいのか、投稿を⾒た感想、⾃
社の商品への思いなどを綴った⼿紙とともに、PR投稿を依頼してくださる企業担当者もいる」と紹介し、
「PR投稿への感想やフィードバックをもらいつつ、継続したお付き合いの中で関係が築かれていく」と、
パートナー化するまでの経緯を具体事例とともに解説しました。 
また、代理店を通じて依頼を受ける際に、代理店の対応が芳しく無いことによってブランドの印象が悪
くなるケースを紹介。企業担当者に向けて、代理店選びの重要性も伝えました。 
 
リデルは、SNS 分野における専⾨的で実践⼒に満ちた知⾒をこのような形でご提供することで、ファッ
ション＆ビューティ業界と SNS・インフルエンサーマーケティング業界の健全性改善や発展に貢献すべ
く、引き続き、SNS・インフルエンサーマーケティングにおけるパイオニアとして、積極的な情報発信と
知⾒を共有する機会創出に努めてまいります。 
 
 
＜登壇者詳細＞ 
 
福⽥ 晃⼀／リデル代表取締役 CEO 
PROFILE：（ふくだ・こういち）1979 年⽣まれ。芸能プロダクションとマーケティングによるハイブリ
ッド企業を 2000 年に創業。2014 年にインフルエンサーマーケティングのパイオニアとなる LIDDELL 株
式会社を設⽴する。現在は、テクノロジーによってインフルエンサーと企業をつなぎ、企業の課題解決に
貢献するとともに、インフルエンサーの⾃⽴と⾃律を⽀援している。著書に『影響⼒を数値化 ヒットを
⽣み出す「共感マーケティング」のすすめ』『買う理由は雰囲気が 9割』がある 
 
萩原 雄太／リデル取締役 



 

 

PROFILE：（はぎわら・ゆうた）インフルエンサー・ソーシャルメディアを基軸とし、「共感」をゴールと
したマーケティング戦略を構築から実⾏まで⼀気通貫して⽀援。さまざまな業界の課題に対して多くの
成功実績を誇る。コミュニティー形成や SNS コンテンツ、インフルエンサーのパートナーシップ化を得
意とする 
 
⻄村 祥／リデル執⾏役員 
PROFILE：（にしむら・しょう）累計 300 社以上の SNS アカウントのプロデュース、運⽤代⾏実績を持
つサービス「PRST(プロスト)」を中⼼にさまざまなクライアントの SNSカスタマーエクスペリエンスを
向上させる。取り巻く環境や活⽤⽅法がスピーディーに変化する SNS においての豊富なナレッジを武器
としている 
 
曽我 悠佑／リデル LIW DIV. MANAGEMENT SEC. PM TEAM 
PROFILE：（そが・ゆうすけ）インフルエンサーとして YouTube、TikTok、Instagram等の SNS を活⽤。
総フォロワー数は 10万⼈に上り、リアルトレンドを熟知した運⽤によるコミュニティー形成を得意とす
る。アカウントプロデュース業務においては、主にビューティのクライアントを多く抱え、インフルエン
サーならではの運⽤術の知⾒を提供している 
 
mimi@美容愛好家（ベビーオイル洗顔の⼈） 
SNS の総フォロワー数 12万⼈。⾃⾝が提唱する美容法「ベビーオイル洗顔」が SNS 上でブームに。2021
年７⽉には初となる書籍を出版。現在は美容愛好家として雑誌で特集されるなど、活躍の場を広げてい
る 
 
村上 要「WWDJAPAN」編集⻑ 
浅野 ひかる「WWDJAPAN」ソーシャルエディター 
 
-------------------------------------- 
［LIDDELL INFLUENCER WORKSPACE / LIW：SNS 課題を数値化し、効率的に解決できるワーク
スペース］ 
URL：https://service.liddell.tokyo/ 
 
［「VINYL MUSEUM（ビニールミュージアム）：共感型フォトジェニック・アート展」］ 
URL：http://vinyl-museum.com/ 
Instagram：https://www.instagram.com/vinyl_museum/ 
 
［福⽥ 晃⼀代表取締役 CEO 書籍］ 
「影響⼒を数値化 ヒットを⽣み出す“共感マーケティング”のすすめ」 
著者名：福⽥ 晃⼀ 発⾏：⽇経 BP 社/発売：⽇経 BP マーケティング 
定価：本体 1,500 円＋税 
ISBN：9784296101313 



 

 

＜Amazon 購⼊ページ＞ 
https://www.amazon.co.jp/dp/4296101315/  
 
［インフルエンサーアワードジャパン：インフルエンサーの感性や才能を応援し、その影響を称え
る。］ 
第 6 回 IAJ 特設サイト： https://lp.spirit-japan.com/iaj/2021/ 
 
［企業情報］ 
会社名：リデル株式会社/LIDDELL Inc. 
代表者：代表取締役 CEO 福⽥ 晃⼀ 
本社：東京都港区⾚坂 9-7-1 ミッドタウン・タワー12F 
事業内容： 
（1） SNS・インフルエンサーマーケティングプラットフォームの運営 
（2） クリエイターエコノミー ⽀援 
（3） 各種マーケティングツールの提供 
コーポレート URL：https://liddell.tokyo/ 
採⽤に関して：https://www.wantedly.com/companies/liddell/ 
 
 
【本件に関する報道関係のお問合せ】 
リデル株式会社 担当：貫（ぬき） 
メール：pr@liddell.tokyo 
電話：03-6432-9806 
 


